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愛
南
ト
ピ
ッ
ク
ス

今
号
の
注
目
記
事

愛
南
町
合
併
5
周
年
を
記
念
し
て

県
知
事
賞
受
賞
!

　
　

ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
え
ひ
め

あ
い
な
ん
歳
時
記

町
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

愛
南
こ
み
ゅ
に
け
ー
し
ょ
ん

元
気
い
っ
ぱ
い
！

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

あ
い
な
ん
掲
示
板

愛
は
南
か
ら

目
次

表
紙
の
写
真
コ
メ
ン
ト

愛南トピックス

2361221242628

愛南漁協深浦本所で、恒例の「新年初市」の式典が
行われ、組合員や漁協職員など関係者が市場の盛況
と漁協事業の発展を祈りました。(1/5)

一本松病院でミニクリスマス会が行われ、米山 孝
たかし

院長をはじめ職員がサンタクロースやトナカイなど
に扮してハンドベルの演奏を披露しました。(12/22)

県立南宇和病院で、南宇和高校吹奏楽部による「ミ
ニコンサート」が行われ、外来や入院患者の皆さん
に音楽で「元気」をプレゼントしました。(12/28)

「年末の交通安全県民運動」の初日に国道56号線
(南レク御荘公園前)で、交通安全推進協議会・南宇
和交通安全協会、愛南警察署など関係者がドライ
バーに安全運転を呼びかけました。(12/21)

422 5

1/3
　

真
新
し
い
ス
ー
ツ
、
艶
や
か
な
着
物
姿
で
「
成

人
式
」
に
出
席
し
た
新
成
人
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

式
典
前
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
撮
影
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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町
長
の
行
動

　

12
月
は
、広
見
営
農
組
合
解
散
総
会
（
16
日
）、

新
庁
舎
建
設
計
画
町
民
検
討
委
員
会
（
21
日
）、

宇
和
島
法
人
会
愛
南
支
部
総
会
（
21
日
）、
道

路
整
備
要
望
（
25
日 

松
山
市
）、
新
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
答
申
（
28
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま

し
た
。

　

1
月
は
、
平
成
22
年
観
光
旅
客
船
乗
り
初
め

式
（
2
日
）、
平
成
22
年
成
人
式
（
3
日
）、
愛

南
町
消
防
署
仕
事
始
め
式
（
4
日
）、
年
賀
交

歓
会
（
4
日 

松
山
市
）、
民
主
党
県
連
地
域
政

策
会
議
（
5
日 

松
山
市
）、南
予
の
特
産
品
フ
ェ

ア
結
団
式
（
6
日 

宇
和
島
市
）、
一
本
松
ふ
る

さ
と
振
興
（
株
）
役
員
会
（
8
日
）、
南
予
の

特
産
品
フ
ェ
ア
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
9
日 

松
山
市
）、
深
浦
少
年
剣
道
大
会
（
10

日
）、
商
工
会
と
の
懇
談
会
（
13
日
）
な
ど
に

出
席
し
ま
し
た
。

今号の注目記事

松山の東雲学園ハンドベル部のみなさんが「ぎょ
しょく教育」に参加し、鯛の塩釜づくりに挑戦しま
した。(12/20)

南レク城辺芝球技場で行われたゴールキーパー教室
で、清水エスパルスの羽田コーチ(愛南町出身)とPK
勝負をする子ども達です。(12/29)

「ふるさとCM大賞えひめ’10 公開審査会」で、南宇
和高校吹奏楽部が見事なパフォーマンスを披露しま
した。(1/10)

西海中学校2年生の福山 舟
しゅう

くんが、職場体験学習で
役場の広報係として城辺小学校のしめ縄作り教室を
取材しました。(12/17) 【P23参照】 【P22参照】

【P24参照】 【P5参照】
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愛
南
町
合
併
5
周
年
を
記
念
し
て

　

愛
南
町
の
合
併
5
周
年
を
記
念
し
て
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

で
11
月
23
日
に
「
愛
南
町
の
歌
・
音
頭
発
表
会
」
が
、
12
月

5
日
に
は
「
N
H
K
ラ
ジ
オ
公
開
録
音 

真
打
ち
競
演
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
愛
南
町
の
歌
・
音
頭
発
表
会
」
で
は
、
清
水
町
長
が
「
合

併
5
周
年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
町
民
歌
と
愛
南
音
頭
が
、

町
民
の
融
和
と
一
体
感
の
醸
成
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
町
民
歌
「
き
っ
と
、
ず
っ
と
」

を
作
詞
し
た
南
宇
和
高
校
3
年
生
の
三
好
涼り

ょ

う

こ子
さ
ん
（
船
越
）、

作
曲
者
の
土
居
俊

し

ゅ

ん

い

ち一
さ
ん
（
南
宇
和
高
校
教
諭
）、「
愛
南
音
頭
」

を
作
詞
し
た
高
橋 

強
つ

よ

し

さ
ん
（
中
川
）
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
御
荘
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
町
民
歌
の
合

唱
と
本
町
出
身
の
演
歌
歌
手
で
、「
ふ
る
さ
と
親
善
大
使
」
に

委
嘱
さ
れ
た
山
本
智さ

と

こ子
さ
ん
に
よ
る
「
愛
南
音
頭
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

特集

　

「
N
H
K
ラ
ジ
オ
公
開
録
音 

真
打

ち
競
演
」
で
は
、
W
モ
ア
モ
ア
さ
ん
、

ケ
ー
シ
ー
高
峰
さ
ん
、
橘
家
圓
太
郎

さ
ん
、
春
風
こ
う
た
・
ふ
く
た
さ
ん
、

柳
家
紫
文
さ
ん
、
三
遊
亭
歌
司
さ
ん

に
よ
る
楽
し
い
漫
才
や
漫
談
、
落
語

が
競
演
さ
れ
、
選
り
す
ぐ
り
の
珠
玉

の
話
芸
に
会
場
は
笑
い
で
一
杯
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
日
の
模
様

は
2
月
15
日
（
月
）
と
2
月
22
日
（
月
）

の
そ
れ
ぞ
れ
21
時
5
分
か
ら
N
H
K

ラ
ジ
オ
第
1
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
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松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
・
キ
ャ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
、
県
内
19

市
町
25
作
品
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
愛
媛
朝

日
テ
レ
ビ
主
催
「
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
え

ひ
め‚
10
」（
30
秒
の
わ
が
町
自
慢
C
M
）

公
開
審
査
会
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
南
宇

和
高
校
吹
奏
楽
部
が
出
品
し
た
「
き
っ
と
、

ず
っ
と
」
が
、
見
事
、
第
2
位
に
あ
た
る

愛
媛
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
昨
年

完
成
し
た
ば
か
り
の
町
民
歌
「
き
っ
と
、

ず
っ
と
」
を
B
G
M
に
、
愛
南
町
に
暮
ら

す
人
々
の
「
愛
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔
」
に
焦

点
を
あ
て
た
作
品
で
、
若
者
ら
し
い
さ
わ

や
か
な
輝
き
の
あ
ふ
れ
る
C
M
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
副
賞
と

し
て
4
月
か
ら
半

年
間
に
1
0
0
回
、

こ
の
C
M
が
放
送

さ
れ
ま
す
。
愛
南

町
を
強
く
P
R
し

て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

1/　

 10

県
知
事
賞
受
賞
!
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
え
ひ
め

特集

CM撮影の様子です。
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、「
平

成
22
年
愛
南
町
成
人
式
」
が
行
わ

れ
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
男
性

1
2
7
名
と
色
鮮
や
か
な
着
物
姿

の
女
性
1
2
1
名
、
計
2
4
8
名

の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
菊
川

地
区
の
唐
獅
子
が
披
露
さ
れ
、
式

典
で
は
、
清
水
町
長
が
「
社
会
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
揺
る
ぎ
な
い
信

念
と
自
信
を
持
っ
て
、
ご
自
身
の

将
来
に
向
か
っ
て
悔
い
の
な
い
人

生
を
自
ら
の
力
で
切
り
拓
い
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し

て
武
久
由ゆ

か佳
さ
ん
が
記
念
品
の
贈

呈
を
受
け
、
答
辞
を
猪
野
里り

な

こ

奈
子

さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
の

記
念
品
は
、「
愛
南
の
し
ず
く
コ

ン
ペ
」
で
最
優
秀
作
品
と
な
っ

た
「
故ふ

る

さ

と郷
の
海
と
風
に
守
ら
れ
て
」

を
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
チ
ョ
ー

カ
ー
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
し
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
で
す
。
最
後
に
、

地
域
ご
と
に
記
念
撮

影
し
、
和
や
か
で
華

や
か
な
成
人
式
と
な

り
ま
し
た
。

1/　

 3 あ
い
な
ん
歳
時
記

祝
!
き
ら
り
輝
く
新
成
人
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内
海
地
域
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御
荘
地
域
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城
辺
地
域
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一
本
松
地
域
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西
海
地
域
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議
会
事
務
局
か
ら

平
成
21
年　

　

第
４
回
町
議
会
定
例
会

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

選
挙
制
度
１
２
０
周
年
記
念

選
挙
関
係
功
労
者
表
彰
！

議
会
事
務
局
か
ら

平
成
22
年

　

第
１
回
町
議
会
臨
時
会

生
涯
学
習
課
か
ら

心
の
健
康
講
座「
笑
い
の
チ

カ
ラ
」開
催
の
お
知
ら
せ
！

  12/   

 10～18

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
21
年
第
４
回

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
始
め

に
清
水
町
長
が
「
年
明
け
の
通
常
国

会
に
提
出
す
る
２
次
補
正
予
算
に
地

方
支
援
と
し
て
３
兆
５
千
億
円
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
、
招
集
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
住
民
参
画
推
進
条
例
の

制
定
、
町
立
学
校
設
置
な
ど
条
例
の

一
部
改
正
が
２
議
案
、
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
公
用
車
購
入
契
約
、
深
浦
漁

港
海
岸
保
全
施
設
整
備
工
事
請
負
契

約
の
変
更
、
訴
訟
の
提
起
、
平
成
21

年
度
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・

温
泉
事
業
等
の
各
特
別
会
計
、
病
院

事
業
会
計
の
補
正
予
算
が
４
議
案
、

指
定
管
理
者
の
指
定
が
６
議
案
、
宇

和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変

更
等
が
２
議
案
、
計
18
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
食
の
安
全
・
安
心
と
食

料
自
給
率
向
上
、
農
業
の
再
生
を
求

め
る
請
願
書
」
及
び
「
労
働
者
派
遣

法
の
早
期
抜
本
改
正
の
た
め
、
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
」
が
不

採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
及

び
上
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
は

否
決
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
は
撤
回
し
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
那
須
芳よ

し

人と

・
山
下
太た

い

三ぞ
う

・
斎
藤
武た

け

俊と
し

・
草
木
原
由よ

し

幸ゆ
き

・
浜

本
元も

と

通み
ち

・
宮
下
一い

ち

郎ろ
う

・
増
元
久ひ

さ

男お

・

西
口　

孝
た
か
し

・
中
野
光み

つ

博ひ
ろ

の
各
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
詳
し
く

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月
程
度

か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 　

元
愛
南

町
選
挙
管

理
委
員
会

委
員
の
吉

田
弘ひ

ろ

定さ
だ

さ

ん
（
中
泊
）

が
、
多
年

に
わ
た
り

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
22
年

第
１
回
町
議
会
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
・

簡
易
水
道
特
別
会
計
・
上
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
の
３
議
案
と
小
中
学

校
等
へ
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
・
電
子

黒
板
購
入
契
約
に
つ
い
て
の
４
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 1/
     8

選
挙
の
管
理
執
行
と
明
る
い
選
挙
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
「
総
務

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
、
高
魚
貞さ

だ

利と
し

南
予
地
方
局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
旧
西
海
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
を
含
め
24
年
間
に

わ
た
り
、
厳
正
中
立
に
職
務
を
精
励

さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
に
お

い
て
「
笑
い
」
の
持
つ
効
果
を
見
直

し
、「
落
語
」
を
取
り
入
れ
た
心
の
健

康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
14
日（
日
）14
時
か
ら

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　

芸げ
い

乃の

虎こ

やや

志し

さ
ん（
㈶
新
居
浜

病
院
副
院
長　

枝
廣
篤あ

つ

昌ま
さ

さ
ん
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

「表彰状を受ける吉田さん（写真左）」
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総
務
課
か
ら

交
通
災
害
共
済
の
加
入
の

ご
案
内
！

総
務
課
か
ら

人
事
異
動
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

企
画
財
政
課
か
ら

町
民
検
討
委
員
会
が「
新
庁

舎
建
設
計
画
」に
つ
い
て
答

申
し
ま
し
た
！

共
済
掛
金
（
年
額
）

　
　

一
般　
　
　
　

７
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

３
０
０
円

加
入
口
数

　

１
名
に
つ
き
１
口
に
限
り
ま
す
。

共
済
期
間

　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
23
年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

掛
金
を
納
め
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

加
入
資
格

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
又
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
方

○
共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
等
で
町

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

申
込
用
紙
の
配
布

　

申
込
用
紙
は
２
月
中
旬
に
、
21
年

度
加
入
申
込
の
あ
っ
た
方
の
み
郵
送

し
ま
す
。

申
込
先

　

総
務
課
、
各
支
所
住
民
福
祉
係
又

は
所
定
の
金
融
機
関

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

　

平
成
22
年
１
月
１
日
付
け
発
令

で
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
12
月

31
日
付
で
大
森
貴た
か

史ふ
み

さ
ん
（
環
境
衛

生
課
主
査
）
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
の

　

愛
南
町
新
庁
舎
建
設
計
画
町
民
検

討
委
員
会
（
徳
岡 

朗
あ
き
ら

委
員
長
ほ
か

18
名
）
が
、
清
水
町
長
に
「
新
庁
舎

建
設
計
画
に
関
す
る
検
討
結
果
」
を

次
の
よ
う
に
答
申
し
ま
し
た
。

答
申
の
内
容
（
要
約
）

　

現
庁
舎
は
新
耐
震
基
準
に
適
合
し

て
お
ら
ず
、
近
い
将
来
起
こ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
南
海
地
震
に
お
い

て
、
防
災
・
災
害
復
興
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果
た
せ
る
か
問
題
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
耐
震
補
強
工
事
で

は
耐
用
年
数
は
延
び
ず
、
利
便
性
も

低
下
す
る
上
、
仮
庁
舎
の
建
設
な
ど

多
大
な
不
要
の
経
費
も
発
生
し
、
耐

用
年
数
が
迫
っ
て
き
た
現
庁
舎
で
は

今
後
も
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費

の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

同
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
愛
南
町
が
将
来
も
持
続
し
て
住

み
よ
い
町
で
あ
る
た
め
に
は
、
庁
舎

建
設
に
有
利
な
合
併
特
例
債
を
活
用

し
て
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
し
、
そ
の
こ
と
が
町
財

政
、
ひ
い
て
は
町
民
に
と
っ
て
最
も

有
益
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。

答
申
ま
で
の
経
過
（
概
要
）

  

新
庁
舎
建
設
の
可
否
を
含
め
た
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た

め
、
愛
南
町
住
民
参
画
手
続
実
施
要

綱
に
基
づ
き
、
各
界
・
各
層
の
委
員

19
名
（
う
ち
公
募
委
員
４
名
）
に
よ

り
同
委
員
会
を
発
足
し
、
そ
の
検
討

結
果
を
町
長
へ
報
告
で
き
る
よ
う
、

平
成
20
年
６
月
か
ら
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
答
申
書
は
、

平
成
20
年
７
月
14
日
か
ら
計
11
回
に

わ
た
り
、
新
庁
舎
建
設
の
是
非
を
含

め
て
検
討
を
重
ね
て
作
成
さ
れ
た
も

の
で
す
。

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
所
属

旧
所
属

職　

名

氏　

名

環
境
衛

生
セ
ン

タ
ー

一
本
松

学
校
給

食
セ
ン

タ
ー

清
掃
員

米
花

か
お
る
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商
工
観
光
課
か
ら

そ
の
点
検
、

　
　

本
当
に
必
要
？

宇
和
島
税
務
署
か
ら

お
早
め
に

　
　

春
の
確
定
申
告
！

■
点
検
商
法
の
手
口
と
被
害

　

点
検
商
法
は
、
点
検
と
称
し
て
突

然
訪
問
し
、
「
住
宅
の
床
下
点
検
、

今
だ
け
無
料
」
な
ど
と
点
検
し
た
後

に
「
こ
の
ま
ま
で
は
危
な
い
」
な
ど

と
不
安
を
あ
お
り
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
契
約
を
さ
せ
る
商
法
で
す
。
点

検
商
法
で
は
、
床
下
換
気
扇
や
浄
水

器
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
商
品
の
購
入
を
勧
め
ま
す
。
特
に

高
齢
者
は
業
者
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

に
契
約
し
、
結
果
的
に
契
約
金
額
が

高
額
に
な
る
こ
と
も
あ
り
注
意
が
必

要
で
す
。

■
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

☆
業
者
の
突
然
の
訪
問
に
は
毅
然
と

し
た
態
度
で
は
っ
き
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

☆
不
安
を
あ
お
ら
れ
て
も
、
そ
の
場

で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
家
族
や
周

り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

☆
契
約
金
額
が
高
額
に
な
る
場
合

は
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り

を
取
っ
て
慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ

う
。

☆
も
し
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
訪

問
販
売
の
場
合
、
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま

す
。

☆
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
通
常
必
要

と
さ
れ
る
量
を
著
し
く
超
え
る
商

品
等
の
購
入
契
約
を
し
て
い
な
い

か
、
家
族
や
周
り
の
方
で
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

■
過
量
販
売
の
解
除
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
は
、
点
検
商
法
な
ど
で

大
量
に
商
品
を
買
わ
さ
れ
た
こ
と
だ

け
を
理
由
と
し
て
、
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
不
当
な
勧
誘
に
よ
る
過
量
販
売

の
被
害
は
問
題
と
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
平
成
21
年
12
月

に
施
行
さ
れ
た
改
正
特
定
商
取
引
法

で
は
、
訪
問
販
売
で
の
過
量
販
売
に

関
し
て
は
、
契
約
後
１
年
間
は
契
約

を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

点
検
商
法
な
ど
高
齢
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
悪
質
な
訪
問
販
売
に

関
し
て
、
何
か
不
安
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
次
の
相
談
窓
口
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　

商
工
観
光
課
内

　

愛
南
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
℡
０
８
９
５
―

７
２
―

７
３
１
５
）

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
５
―

３
７
０
０
）

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
が
、
確
定
申
告
の
準
備
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

申
告
は
正
し
く
、
お
早
め
に
。
納

税
は
、
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

申
告
と
納
税
は

　
　

所
得
税　

３
月
15
日（
月
）

　
　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　

３
月
31
日（
水
）ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

　
　

申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
！

　

確
定
申
告
書
等
の
作
成
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」（
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://w

w
w
.nta.

g
o
.jp
/

）
を
利
用
し
て
簡
単
に
作
成

で
き
ま
す
。
ま
た
、
当
該
コ
ー
ナ
ー

で
作
成
し
た
申
告
書
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
直
接
電
子
申
告

（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）
す
る
か
Ａ
４
の
普
通

紙
に
印
刷
し
、
郵
送
等
で
税
務
署
へ

提
出
で
き
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
確
定
申
告
書
用
紙
や

収
支
内
訳
書
用
紙
な
ど
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

宇
和
島
税
務
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１
）

※
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い

た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案
内
が
流
れ

ま
す
の
で
、
そ
の
案
内
に
従
っ
て
、

ご
用
件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。
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水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

「
シ
ー
フ
ー
ド
マ
イ
ス
タ
ー

協
議
会（
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）え
ひ
め
」

設
立
！

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

国
有
地
売
払
い
の

お
知
ら
せ
！

愛南町城辺
保健福祉センター◎

愛南町役場

（旧松山地方法務局城辺出張所）（旧松山地方法務局城辺出張所）

コメリ

売払地

46

　

魚
介
類
の
魅
力
や
価
値
を

熟
知
し
周
囲
に
伝
え
ら
れ
る

人
材
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
民
間
資

格
「
シ
ー
フ
ー
ド
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス

タ
ー
（
Ｓ
Ｊ
Ｍ
）」
を
持
つ
16
名
の

「
お
魚
ソ
ム
リ
エ
」
が
、
「
シ
ー

フ
ー
ド
マ
イ
ス
タ
ー
協
議
会
（
Ｓ
Ｍ

Ｃ
）
え
ひ
め
（
竹
田
英ひ

で

則の
り

代
表
）」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
か
ら
23
日
の
３
日
間
に

わ
た
っ
て
西
海
町
民
会
館
で
、
日
本

食
育
者
協
会
が
主
催
す
る
「
シ
ー

フ
ー
ド
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
（
Ｓ

Ｊ
Ｍ
）
養
成
講
座
」
が
四
国
で
は
じ

め
て
開
催
さ
れ
、
高
知
県
や
宇
和

島
市
か
ら
の
参
加
者
を
含
む
魚
類

養
殖
・
水
産
加
工
な
ど
水
産
業
関

係
者
15
名
が
、
シ
ー
フ
ー
ド
に
関

す
る
基
礎
知
識
の
講
義
や
調
理
実

習
な
ど
を
受
講
し
、
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。

　

今
回
、
県
下
初
の
組
織
と
し
て

発
足
し
た
も
の
で
、
今
後
、
県
内

で
の
魚
食
普
及
活
動
の
推
進
や
、

野
菜
ソ
ム
リ
エ
グ
ル
ー
プ
「
ベ
ジ

フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
え
ひ
め
」
と

連
携
し
た
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

「11/21～23　シーフードジュニアマイスター（SJM）養成講座」

 12/
    25

　

松
山
地
方
法
務
局
で
は
、
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
国
有
地
の
売
払
い
を

行
い
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

売
払
物
件

　

愛
南
町
城
辺
甲
２
４
８
３
番
地
２

　
（
旧
松
山
地
方
法
務
局
城
辺
出
張
所
）

　

宅
地　

１
０
５
７
・
３
７
㎡

入
札
案
内
書
配
布
場
所

  

松
山
地
方
法
務
局
及
び同

宇
和
島
支
局

入
札
参
加
申
込
書
の
提
出
期
限

　

２
月
26
日（
金
）17
時
15
分
ま
で

入
札
・
開
札
の
日
時
・
場
所

　

３
月
８
日（
月
）14
時
か
ら

　

松
山
地
方
法
務
局

※
詳
細
は
、
当
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://h
o
u
m
u
kyo
ku
.m
o
j.g
o
.jp
/

m
atsuyam

a/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

松
山
地
方
法
務
局

（
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

５
６
９
４
） 「シーフードマイスター協議会（SMC）えひめのみなさん」
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建
設
課
か
ら

「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

及
び
国
道
56
号
道
路
整
備
推
進

要
望
を
行
い
ま
し
た
！

宇
和
島
保
健
所
か
ら

一
般
ク
リ
ニ
ッ
ク（
健
康
診

断
）廃
止
の
お
知
ら
せ
！

西
海
支
所
か
ら

旅
客
船
事
業
の
発
展
を
！

旅
客
船
乗
り
初
め
式
！

水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

初
心
者
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
講
習
会
の
ご
案
内
！

　

清
水
町
長
と
吉
村
直な

お

城き

町

議
会
議
長
が
石
橋
寛ひ

ろ

久ひ
さ

宇
和

島
市
長
、
山
下
良よ
し

征ゆ
き

同
市
議
会
議
長

と
と
も
に
、
民
主
党
県
連
の
横
山

博ひ
ろ

幸ゆ
き

幹
事
長
に
、
地
域
経
済
の
活

性
化
・
自
立
・
活
力
強
化
と
災
害
時

の
代
替
路
や
広
域
的
な
総
合
支
援
体

制
の
確
立
、
災
害
復
旧
及
び
日
常
の

救
急
医
療
活
動
を
確
保
す
る
「
命
の

道
」
と
し
て
、
四
国
横
断
自
動
車
道

（
西
予
宇
和
〜
宇
和
島
北
間
）
整
備

促
進
、
津
島
道
路
（
岩
松
〜
内
海

間
）
早
期
事
業
化
及
び
国
道
56
号

（
一
本
松
視
距
改
良
）
整
備
促
進
を

求
め
る
地
元
の
声
を
、
中
央
の
政
権

与
党
に
届
け
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

　

保
健
所
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
一

般
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
健
康
診
断
）
は
、

平
成
22
年
３
月
31
日
で
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
１
日
以
降

は
、
医
療
機
関
で
の
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
宇
和
島
保
健

所（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 12/
    25

　

中
泊
港
岸
壁
で
、
新
春
恒

例
の
「
平
成
22
年
旅
客
船
乗

り
初
め
式
」
が
行
わ
れ
、
地
区
住
民

の
方
々
と
と
も
に
旅
客
船
事
業
の
発

展
と
安
全
運
行
を
願
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
中
泊
・
外
泊
地
域
祝
唄
保

存
会（
吉
田
正ま
さ

利と
し

会
長
、
16
名
）の
皆

さ
ん
に
よ
り
、
祝
ご
と
に
唄
う
伝
統

的
な
祝
唄
「
舟
唄
」
が
初
め
て
披
露

さ
れ
、
最
後
に
餅
ま
き
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
旅

客
船
事
業
は
、

景
気
の
低
迷

に
よ
り
観
光

客
は
伸
び
悩

ん
で
い
ま
す

が
、
新
年
を

迎
え
て
更
な

る
経
費
の
節

減
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
、外
泊「
石
垣
の
里
」

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
観
光
事
業
の
展
開

を
め
ざ
し
ま
す
。

 1/
     2

　

平
成
23

年
４
月
に
、

町
内
全
域

に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を

利
用
し
た

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
、
誰
も
が

利
用
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
予

定
で
す
。
そ
れ
に
先
が
け
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
販
路
拡
大

の
初
心
者
向
け
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
販
売
に
取
り
組
も
う
と
お
考
え
の

方
や
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
17
日（
水
）18
時
か
ら

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　

竹
森
ま
り
え

　
　
　

（
農
家
Ｗ
Ｅ
Ｂ
企
画
制
作
）

受
講
料  

無
料

問
い
合
わ
せ

　

水
産
課
産
業
振
興
室

（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）

「祝唄保存会のみなさん」
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税
務
課
か
ら

愛
媛
森
林
環
境
税
の

改
正
に
つ
い
て
！

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
南
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
す
！

　

愛
媛
県
で
は
、
県
民
共
有
の
財
産

で
あ
る
森
林
の
機
能
を
回
復
し
、
豊

か
な
県
民
生
活
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
平
成
17
年
度
か
ら
森
林
環
境
税

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ
の

森
林
環
境
税
が
平
成
21
年
度
で
期
間

満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
見
直
し
が
行

わ
れ
、
平
成
22
年
度
以
降
も
継
続
し

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で

改
正
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

改
正
の
概
要

１
．
実
施
期
間

　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日

⇒

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

（
実
施
期
間
は
５
年
間
と
し
、
期
間

満
了
時
に
見
直
し
・
検
討
が
行
わ
れ

ま
す
。）

２
．
税
率
・
税
額

○
個
人
県
民
税

　

年
額
５
０
０
円⇒

７
０
０
円

※
こ
れ
に
よ
り
個
人
住
民
税
の
均
等

割
４
，５
０
０
円
が
４
，７
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

○
法
人
県
民
税　

　

均
等
割
標
準
税
率
の
５
％
相
当
額

　
　
　
　
　
　
　

⇒

　

均
等
割
標
準
税
率
の
７
％
相
当
額

制
度
の
概
要

１
．
課
税
対
象
者

　

県
内
に
住
所
、
事
業
所
等
を
有
す

る
個
人
・
法
人

２
．
納
税
義
務
者

　

個
人
県
民
税
及
び
法
人
県
民
税
の

均
等
割
の
納
税
義
務
者

３
．
納
税
方
法

　

個
人
県
民
税
は
市
町
が
、
給
与
所

得
者
・
公
的
年
金
受
給
者
に
つ
い
て

は
特
別
徴
収
（
一
部
の
方
に
関
し
て

は
普
通
徴
収
）、
事
業
所
得
者
に
つ

い
て
は
普
通
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

法
人
県
民
税
は
、
法
人
が
県
に
申

告
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

資本金等の
金額の区分

均 等 割
標準税率

５％
（改正前）

７％
（改正後）

50億円超 800,000円 40,000円 56,000円

10億円超
50億円以下

540,000円 27,000円 37,800円

１億円超
10億円以下

130,000円 6,500円 9,100円

1,000万円超
１億円以下

50,000円 2,500円 3,500円

上記以外 20,000円 1,000円 1,400円

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
内

の
農
業
者
の
生
産
意
欲
の
高
揚
と
生

産
・
加
工
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し

て
「
愛
南
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

愛
南
町
の
特
産
果
樹
や
野
菜
、
加

工
品
の
展
示
と
セ
リ
に
よ
る
即
売
会

を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
時

　

３
月
２
日（
火
）10
時
30
分
〜

場
所

　

Ａ
★
Ｍ
Ａ
Ｘ
愛
南
店

日
程

　

農
産
物
・
加
工
品
の
展
示

　
　

10
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

表
彰
式
・
セ
リ
に
よ
る
即
売
会

　
　

16
時
30
分
〜
17
時
30
分

※
セ
リ
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
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町
民
課
か
ら

ご
存
知
で
す
か
？

離
職（
失
業
）に
よ
る
保
険
料
免
除
！

西
海
支
所
か
ら

石
垣
の
里
だ
ん
だ
ん
雛
祭
り

石
雛
募
集
！

★
国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
保
険
料

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
し
て

承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
額

又
は
一
部（
４
分
の
１
納
付
、
半
額
の

納
付
、
４
分
の
３
納
付
）の
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
の
承
認
は
、
被

保
険
者
・
配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
を
基
準
に
決
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
失
業
等
に

よ
り
現
在
収
入
が
な
い
場
合
は
、
特

例
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
・
印
鑑
及
び

失
業
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
ご
持
参

の
う
え
、
住
民
票
の
あ
る
役
所
に
免

除
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
将
来
年
金
額
を
計
算
す
る
際

に
一
定
の
割
合
で
、
算
入
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

◎
国
民
年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
？

　

年
金
の
手
続
き
な
ど
も
っ
と
詳
し

い
こ
と
が
知
り
た
い
方
は
、お
近
く
の

年
金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
お
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

０
５
７
０
―

０
５
―

１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

０
３
―

６
７
０
０
―

１
１
６
５

受
付
時
間

●
月
〜
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
た
だ
し

月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

●
第
２
土
曜
日

　

９
時
30
分
〜
16
時

※
祝
日
・
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
お
客

様
か
ら
の
電
話
を
全
国
の
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
等
の
う
ち
、
回
線
の
空
い

て
い
る
と
こ
ろ
に
お
つ
な
ぎ
し
ま

す
。
通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話

の
場
合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市

内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
た
だ
し
、
携
帯
電
話
の
場
合

は
、
全
額
発
信
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

 

○
２
月
18
日（
木
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

外
泊
の
「
石
垣
守
ろ
う
会
」
で

は
、
『
だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
』
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作
品
規
格

　

基
本
的
に
石
を
原
材
料
に
し
て
く

だ
さ
い
。
石
の
大
き
さ
は
20
㎝
程

度
、
数
は
１
個
で
も
数
個
の
石
を
組

合
わ
せ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
野
外
展
示
の
た
め
風
雨
に
耐
え
る

作
品
を
お
願
い
し
ま
す
。（
雨
な
ど
で

色
や
形
が
変
形
し
な
い
よ
う
に
注
意
）

応
募
方
法　

作
品
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
（
学
生
は
学
校
名

学
年
）
を
記
し
た
も
の
を
添
付
し
て

西
海
支
所
地
域
振
興
課
又
は
西
浦
公

民
館
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

２
月
１
日（
月
）〜

２
月
24
日（
水
）

展
示
期
間　

３
月
３
日（
水
）〜

４
月
４
日（
日
）

展
示
場
所

　

愛
南
町
外
泊
（
野
外
展
示
）

問
い
合
わ
せ

■
７
９
８
―

４
２
９
２

　

愛
南
町
船
越
１
２
８
９
番
地
１

　

西
海
支
所
地
域
振
興
課

（
℡
８
２
―

１
１
０
９
）

■
７
９
８
―

４
２
０
６

　

愛
南
町
中
泊
10
番
地

　

西
浦
公
民
館（
℡
８
２
―

０
７
０
１
）
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保健事業のお知らせ（２月）

環
境
衛
生
課
か
ら

２
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

糖
尿
病
教
室
！

　

３
日
・
10
日
・
17
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

３
月
の
引
取
日
は
、

　

３
日
・
10
日
・
17
日
・
31
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場　所 対象者

３歳児健診 2月  9日 火
城辺保健福祉センター

Ｈ１８年１１月１日～Ｈ１８年１２月３１日生
乳児健診 2月16日 火 Ｈ２１年  ８月１日～Ｈ２１年  ９月３０日生
５歳児健診 2月23日 火 Ｈ１６年１２月１日～Ｈ１７年  １月３１日生

育児相談

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるくひろば 2月  5日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：３０
育児相談 2月  8日 月 内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 2月10日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

うみのこ広場 2月18日 木
西海支所２階

親子ふれあい交流室
９：３０～１１：３０

みなみっ子 2月22日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 2月15日 月 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

両親学級
「かるがも教室」

2月21日 日 城辺保健福祉センター
９：３０～１１：３０
事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

2月26日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

対
象　

糖
尿
病
の
方
及
び
糖
尿
病
に

関
心
の
あ
る
方

場
所　

県
立
南
宇
和
病
院

　

２
階
大
会
議
室

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

県
立
南
宇
和
病
院　

内
科
外
来

(

℡
０
８
９
５
―

７
２
―

１
２
３
１
）

〈
内
線
１
１
３
１
〉

講師 内　容 日時

管
理
栄
養
士　

土
居　

節せ
つ

美み

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
１

「
お
料
理
カ
ー
ド
で
バ
イ
キ
ン
グ
」

〜
カ
ー
ド
を
使
っ
て
食
べ
物
の

　

組
み
合
わ
せ
方
を
楽
し
く

学
び
ま
し
ょ
う
〜

３
月
４
日（
木
）　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

内
科
外
来
看
護
師　

坂
本
伊い

つ

み

津
美

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
２

「
聞
か
せ
て
！
み
な
さ
ん
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
」

〜
日
常
生
活
で
の
悩
み
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
〜

訂正とお詫び

　

１
月
号
15
ペ
ー
ジ
の
『
む
し
歯
０
本
、
お
め
で
と
う
！
』
の
記

事
に
つ
い
て
、
山
本
航こ

う

太た

く
ん
（
網
代
）
の
お
名
前
が
抜
け
て
い

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

２
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

２・３月行事予定表

第１日曜日   7日 内海診療所 柏 ☎85-0341

建国記念の日 11日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

第２日曜日 14日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第３日曜日 21日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第４日曜日 28日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

２月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

4期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

9期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

8期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

2/25

3/25

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所

2/23

3/23

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
第
２
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各

集
会
所

2/19

3/19

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

2/17

3/17

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

2/15

3/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

2/10

3/11

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

2/8

3/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

2/5

3/5

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

2/3

3/3

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

2/1

3/1

２、３月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

２月

7 日 8：45～13：00
第5回

愛南町ふれあい健康
マラソン大会

御荘Ｂ＆Ｇ
海洋センター
周辺コース

10 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

12 金 18：30～20：00
新春経済講演会

「愛南町と共に歩む
新生レクザム」

御荘文化
センター

14 日 14：00～15：30
生涯学習講演会
「笑いのチカラ」

御荘文化
センター

28 日

9：00～17：00
第5回

愛南町スポーツ
少年大会剣道競技

一本松
交流促進
センター

9：30～17：00

第2回
愛南町スポーツ
少年大会

バレーボール競技

一本松
国民体育館

14：00～15：00 作って遊ぼう
御荘
夢創造館

３月

2 火 10：30～17：30
愛南農産物
コンクール

Ａ★ＭＡＸ
愛南店

7 日 8：30～15：00
第41回

南宇和郡サッカー
選手権大会

南レク城辺
グラウンド
ほか

8 月 10：00～17：00
平成22年

第1回愛南町議会
定例会（初日）

愛南町役場
議場

10 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

愛いっぱい愛南産直市

２月２日（火）～８日（月）

時間　10：00～18：30　　場所　三越松山店

石垣の里だんだん雛祭り

３月３日（水）～４月４日（日）

時間　終日　　場所　愛南町外泊地区
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 2月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

出張ひろば「うみの子」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●2日(火)・9日(火)親子ヨガ講
習は城辺保健福祉センターで
行ないます。
●18日(木)は世代間交流でおい
しいおにぎりを作ります。

●24日(水)育児講座

●18日(木)親子体操    

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

９：３０

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：３０

はまゆう
乳幼児
保育所

船越
保育所

城辺
幼稚園

東海
保育所

●19日(金)・26日(金)
         御荘夢創造館
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に け ー し ょ ん

12/19～20 

　松山東雲中学・高等学校ハンドベル部の皆さんが愛南町を訪れ、2日にわたって演奏会を行い

ました。初日の山出憩いの里温泉ではクリスマスソングを、翌日の特別養護老人ホーム自在園で

は童謡を、それぞれ音階が違う約40個ものハンドベルを使いわけ、素晴らしい音色の演奏を総

勢16名により披露しました。演奏会のあと、「ぎょしょく教育」に参加して鯛の塩釜を作って試食

し、「きらいだった魚が食べられるようになった」、「愛南町の魚はおいしい」と満足していまし

た。

ハンドベルの音色・愛南の魚に感動!

12/21

　赤水小学校の6年生4名が

御荘B&G海洋センターと役場

本庁を見学し、役場の業務や

議会の役割、また、みんなの願いがどのように行政に活かされるのかを学びました。このほか御

荘文化センターや篠山自然学習館などの公共施設についての理解も深めました。

　　　みんなの願い、
どのように活かされる
のだろう!

12/18

　町城辺赤十字奉仕団(委員長 濵 孝
た か こ

子さん)の皆さんが、

城辺地域で緊急通報装置を設置した独居高齢者46名を訪

れ、シクラメンの鉢植えを贈りました。この事業は独居高

齢者の安否確認を行い、花と共に元気を届けることを目的

に、毎年実施しています。

花と元気のプレゼント!

1/7

　城辺の諏訪神社で、無病息災を祈願する「七草

がゆ」が今年初めて参拝者などに振舞われまし

た。同神社総代会の女性部が材料を持ち寄り、直

径70cmの大鍋で作られた熱々の七草がゆを、参拝

者たちは境内に用意された席に腰かけ、フーっと

息をかけて冷ましながら、おいしそうに口に運ん

でいました。

七草がゆ食べて、今年も元気に!
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　西海中学校2年の福山 舟
し ゅ う

です。職場体

験学習で役場の広報係として、城辺小学

校の体育館で行われた、しめ縄作りを取

材しました。

　城辺公民館主催の「城辺世代間しめ縄づくり教室」

は、ふるさとの伝統文化を学び敬老の心を育てようと

毎年行われています。約70名の5、6年生は班ごとに分

かれ、最初は悪戦苦闘しながら作っていましたが、城

辺高齢者学級のお年寄りの方々に教えてもらい、会話

も弾んで楽しみながら作っていました。次の時代は子

どもたちが、伝統を守っていってくれることでしょう。

　お年寄りとの交流を深めながら、伝統的文化を学ぶ

ことのできる良い機会だったと思います。

愛 南 こ み ゅ
12/4

　正木の花とり踊りは、旧

暦10月18日に篠山(現在は

歓喜光寺権現堂)、歓喜光

寺、旧庄屋蕨岡家で踊ら

れる県指定無形民俗文化

財です。南予の一部と高

知県一円で踊られている

太刀踊りの一種で、正木

の花とリ踊りは最も古い

形を残しているといわれ

ています。

　古風ないでたちで太刀

や鎌を持ち、鉦
か ね

と太鼓に

合わせて踊ります。地区

住民やカメラマンなど多く

の見物客が古式ゆかしい

踊りを鑑賞しました。

正木の
花とり踊り

福山 舟
しゅう

くん
( 西海中 2年 )

12/10

　内海中学校体育館で、内海地域3世代交流

事業として「ほっと計画委員会(代表 河野 満
み つ ぐ

さん)」主催による「劇団風の子公演 とべ!夢ひ

こうき」が開催され、内海地域の小中学生をは

じめ、保護者や老人クラブ、婦人会など約200

名が、体育館いっぱいを使った大きな舞台の芝

居を楽しみました。

とべ!夢ひこうき

12/17 難しい!伝統の技
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ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

元気いっぱい！

「
な
で
し
こ
南
宇
和
」
が
大
活
躍
!

　

宇
和
島
市
（
岩
松
小
学
校
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第
3
回
J
A
え
ひ
め
南
杯
宇
和
島
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
の
小
学
生
女
子

の
部
に
お
い
て
、
今
回
初
め
て
参
加
し
た
12
名
の
「
な
で
し
こ
南
宇
和
」
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
は
、
愛
媛
国
体
女
子
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
愛
南
町
で
行
わ
れ
ま
す
。
南
宇
和
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
地
元
国
体

選
手
の
育
成
を
図
る
た
め
練
習
会
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
小
・
中
学
生
で
サ
ッ
カ
ー
好
き
な
女
の
子
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
南
町
体
育
協
会
（
TEL
7
3
ー

1
1
1
1
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

11/　

 22

　

12
月
12
日
に
、
愛
媛
国
体
女
子
サ
ッ
カ
ー
競
技
開
催
に
向
け
て
町
民
へ
の
周
知
と
意
識
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
南
レ
ク
城
辺
公
園
・
芝
球
技
広
場
で
「
愛
南
町
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
町
内
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
12
団
体
、
1
1
5
名
の
小
学
生
が

参
加
し
、
愛
媛
F
C
の
選
手
を
講
師
に
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽

し
く
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
29
日
に
は
、
愛
南
町
出
身
で
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
G
K
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍

中
の
羽
田
敬け

い

す

け介
さ
ん
を
招
い
て
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
技
術
向
上
の
た
め
の
教
室
も
開
催
さ
れ
、
小
・

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
が
参
加
し
、
熱
心
に
羽
田
コ
ー
チ
の
技
術
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
王
国
南
宇
和
の
復
活
へ
!
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

12/　

12・29

なでしこ南宇和

優勝 Passion

12/29 ゴールキーパー技術を指導する羽田敬介 GKコーチ

　

御
荘
中
学
校
体
育
館
で
、
中
学
生
4
チ
ー
ム
・
一
般
ク

ラ
ブ
5
チ
ー
ム
の
計
9
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
第
5
回
愛

南
女
子
6
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
白
熱
し
た
熱
戦
の
末
、
一
般
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の

P
a
s
s
i
o
n
が
優
勝
し
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
交
流
!

12/　

 13

12/12 愛媛 FCの選手と楽しく練習しました
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南
レ
ク
城
辺
芝
球
技
場
ほ
か
で
4
部
制
、
計
33
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
第
5
回
愛
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
大
会
!

12/　

 13

　

年
末
恒
例
の「
第
60
回
愛
媛
駅
伝
競
走（
一
本
松
‐
宇
和
島
大
会
）が
行
わ
れ
、
1
部
、
2
部
合
わ
せ
て
62
チ
ー

ム
が
、
7
区
間
53
.
8
km
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
1
部
に
南
宇
和
高
校
（
総
合
18
位
、3
時
間
10
分
20
秒
）が
、
2
部
に
愛
南
体
協
（
総
合
25
位
、
3

時
間
15
分
30
秒
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
沿
道
か
ら
多
く
の
観
客
が
、
必
死
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
各
選
手
に
惜
し
み
な
い
拍

手
と
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

タ
ス
キ
で
つ
な
げ
!
愛
媛
駅
伝

　

宿
毛
市
陸
上
競
技
場
と
南
レ
ク
城
辺
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
県
高
校
総
体
総
合
7
連
覇
中
の
聖
カ
タ
リ
ナ

女
子
高
校
陸
上
部
（
越
智
孝
文
監
督
）
を
招
い
て
「
愛

南
体
協
陸
上
部
合
同
練
習
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
2

日
間
に
わ
た
る
練
習
会
に
は
、
小
・
中
学
生
や
高
校
生

な
ど
約
80
名
が
参
加
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

陸
上
競
技
で
交
流
を
!

12/　

 13
12/　

19・20

2 部優勝：一本松少年サッカークラブ A

1 部 B優勝：深浦スポーツ少年団

1部 A優勝：城辺少年サッカークラブ

3 部優勝：城辺少年サッカークラブ

スタート ! 写真中央は南宇和高校

原田宣
のぶゆき

行選手 ( 一本松にて )

愛南体協酒井平
つ ね お

雄選手から

凝地潤
じゅんじ

二選手へ ( 菊川にて )

南宇和高校中平綾
あ や か

香選手から

中崎 涼
りょう

選手へ ( 柏にて )

12/19 宿毛市陸上競技場

12/20 南レク城辺多目的グラウンド

1
部
A（
6
年
生
以
下
、11
人
制
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
部
B（
6
年
生
以
下
、9
人
制
）

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

2
部（
4
年
生
以
下
、9
人
制
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

3
部（
2
年
生
以
下
、9
人
制
）

城
辺
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

一
本
松
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

菊
川
・
長
月
連
合

一
本
松
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
A

城
辺
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

城
辺
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

菊
川
・
長
月
連
合

優
勝

準
優
勝

優
勝

準
優
勝

優
勝

準
優
勝

優
勝

準
優
勝
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南
宇
和
高
校
か
ら

人
工
芝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成
し
ま
し
た
！

愛
南
町
商
工
会
か
ら

新
春
経
済
講
演
会
の
ご
案
内
！

◆
内
海
俳
句
会

大
時
化
の
豊
後
水
道
年
忘
れ

田
畑
の
輕
る
き
日
と
な
り
八
ツ
手
花　
　
　

好
岡
東
明
子

雲
割さ

き
て
落ら

っ

き暉
は
寒
の
日
矢
降
ら
し

初
閻
魔
詣
で
浮
き
世
へ
引
き
返
し　
　
　
　

大
田　

信
子

小
雪
舞
ふ
花
芽
の
確し
か

と
息
吹
き
け
り

笹さ
さ

鳴な
き

や
何
処
な
る
か
と
捜
し
み
る　
　
　
　
　

ほ
た
る
草

木こ

のの

葉は

木ず

菟く

薄
暮
へ
寂
と
眼
ま
な
こ

閉
ず

先
人
の
古
書
に
憑
か
れ
し
読
書
年　
　
　
　

岩
森
十
志
子

◆
篠
南
川
柳
会

小
銭
溜
め
孫
と
会
う
日
を
心
待
ち　
　
　
　
　
　

千
代
子

小
銭
で
も
お
金
で
あ
れ
ば
孫
笑
顔　
　
　
　
　
　

お
か
の

一
円
に
価
値
を
持
た
せ
る
量
販
店　
　
　
　
　
　
　

芝
田

百
均
に
入
り
つ
い
つ
い
無
駄
使
い　
　
　
　
　
　
　

幸
枝

箪
笥
一
杯
無
駄
が
思
い
出
捨
切
れ
ず　
　
　
　
　

す
み
子

無
駄
話
あ
っ
て
近
所
と
ま
る
く
い
く　
　
　
　
　
　

保
美

無
駄
と
言
い
バ
ッ
サ
リ
切
っ
た
ダ
ム
工
事　
　
　
　

清
子

高
低
が
あ
っ
て
深
み
で
苦
労
す
る　
　
　
　
　

マ
ッ
チ
坊

賭
け
事
は
深
入
り
す
れ
ば
身
も
滅
ぶ　
　
　
　
　

由
紀
子

夫
婦
愛
年
を
重
ね
て
深
く
な
る　
　
　
　
　
　
　
　

京
子

人
情
の
深
さ
を
知
っ
て
生
き
る
日
　々
　
　
　
　
　

善
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

亡
き
姉
と
紅
葉
狩
り
な
ど
せ
し
旅
を
初
冬
の
庭
の
も
み
じ
に
相
ひ
ぬ　
　
　
　
　
　
　

井
村　
　

操

薄
原
立
ち
泳
ぎ
し
て
来
し
漁
師
怯
え
る
吾
に
ガ
ハ
ハ
と
笑
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

ご
主
人
の
介
護
を
し
つ
つ
育
て
た
る
白
菜
つ
や
つ
や
友
よ
り
頂
く　
　
　
　
　
　
　
　

扇
野
八
代
生

休
み
田
に
赤
の
ま
ん
ま
の
紅
葉
し
て
ま
ま
ご
と
遊
び
の
友
は
遠
住
む　
　
　
　
　
　
　

国
松　

幸
枝

こ
の
年
は
兄
と
弟
逝
き
ま
せ
り
果
て
な
く
さ
み
し
老
齢
の
わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　
　

香

湯
か
ら
出
れ
ば
幼
は
湿
布
を
は
り
く
る
る
手
の
も
ど
か
し
き
に
頬
ず
り
を
す
る　
　
　

田
中
久
二
恵

仮
宿
の
籠
よ
り
出
で
て
羽
ば
た
き
を
は
じ
め
し
鳥
の
そ
の
名
を
知
ら
ず　
　
　
　
　
　

前
田　

知
子

干
し
柿
の
黴か

び
る
を
気
づ
か
い
昨よ

夜べ

よ
り
の
雨
の
音
聞
く
朝
を
目
覚
め
て　
　
　
　
　

松
本
マ
ス
子

携
帯
に
よ
ろ
こ
び
の
声
聞
き
な
が
ら
曾
孫
七
人
目
の
丸
き
顔
見
る　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

豊
子

腰
か
が
め
竹
刀
で
「
面
」
を
打
た
せ
つ
つ
や
が
て
立
場
の
代
わ
る
日
思
う　
　
　
　
　

澤
近　

正
弘

　

南
宇
和
高
校
で
は
、
平
成
19
年
度
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
そ

の
記
念
事
業
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
を
始
め
数
多
く
の
方
々
か
ら

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
夜
間
照
明
や
楽
器
を
整
備
し

ま
し
た
が
、
校
舎
改
築
予
定
の
た
め
事
業
実
施
が
遅
れ
て
い
ま
し

た
「
人
工
芝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
２
面
」
が
、
平
成
21
年
12
月
４
日
に

「
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
良
き
伝
統
を
積
み
重
ね
、
教
育
の
充
実
と
発

展
を
図
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
本
校
の
教

育
活
動
へ
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

愛
南
町
商
工
会
で
は
、
合
併
５
周
年
記
念
と

し
て
新
春
経
済
講
演
会
「
愛
南
町
と
共
に
歩
む

新
生
レ
ク
ザ
ム
―
地
域
活
性
と
日
本
の
も
の
づ

く
り
―
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
12
日（
金
）18
時
30
分
〜
20
時

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　

㈱
レ
ク
ザ
ム
取
締
役
副
社
長
・
生
産
本
部
長 

住
田
博ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

愛
南
町
商
工
会
本
所
（
℡
７
３
―

０
７
０
０
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）に問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします。（1回
の相談人数は8人までで事前に予約が
必要。定員に達した場合は受付を終了）
３月９日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ２月１３日（土）・２４日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（12月受付分）

（12月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ
！

ト
ッ
プ
の
愛
が
会
社
を
変
え
る
！

進
め
よ
う
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

愛
媛
労
働
局
か
ら

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

験
の
試
験
案
内
の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

受
験
資
格

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間

　

４
月
１
日（
木
）〜
４
月
９
日（
金
）

第
一
次
試
験
日

　

５
月
16
日（
日
）

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://ho
m
e.hiro

shim
a-u.ac.jp/jinji/shiken/)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

験
実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室
（
広
島
大
学
内
℡

０
８
２
―

４
２
４
―

５
６
１
６
）

「
え
ひ
め
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

推
進
会
議
」
で
は
、
愛
媛
に
お
け
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
向
け
て
「
え
ひ
め
に
お
け
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
向
け
た
提
言
」
に
よ
る
取
組
み

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

本
提
言
に
基
づ
き
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
へ
の
理
解

促
進
と
積
極
的
な
取
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

最
優
先
課
題
・
取
組
目
標

１
．
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
（
目

標

24
年
３
月
ま
で
に
５
％
以
上
短

縮
）

①
所
定
外
労
働
時
間
の
短
縮

②
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

（
目
標

24
年
３
月
ま
で
に
10
％

以
上
引
き
上
げ
）

２
．
男
性
労
働
者
の
育
児
休
業
取
得

推
進
（
目
標

年
間
１
人
以
上
取

得
）

３
．
家
族
介
護
・
看
護
を
必
要
と
す

る
労
働
者
へ
の
支
援
制
度
充
実

提
言
の
内
容
は
、
愛
媛
労
働

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

e
-ro
u
d
o
u
.g
o
.jp
/

）
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
「
え
ひ
め
の
仕
事
と
生
活
の
調

和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
）」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

愛
媛
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

（
℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
３
）
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　 1 月 12 日に起こった中

米ハイチの大地震は連日報

道がなされ、拡大する被害

状況や現地の混乱が伝えら

れてきます。奇しくも 15

年前の 1 月 17 日に発生し

た阪神・淡路大震災を思い

起こします。ともに活断層

が起した直下型地震で、震

源が浅く多数の建物が倒壊

して多くの方が亡くなりま

した。改めて地震の恐ろし

さを痛感します。

　関東大震災を経験した物

理学者の寺田寅彦が残した

とされる「天災は忘れた頃

にやってくる」という有名

な警句がありますが、世界

的に見てみると、スマトラ

沖地震 (2004 年 )、ハリケー

ンカトリーナ (2005 年 )、

四川大地震 (2008 年 )、サ

モア沖地震(2009年 )など、

天災は忘れる間もなく容赦

なくやってくるようです。

　さて愛南町で影響の考

えられる南海地震は、過

去 500 年間をみても慶長

(1605 年 )、宝永 (1707 年 )、

安政 (1854 年 )、昭和 (1946

年 ) と周期的に発生してお

り、将来必ずやってくる地

震です。それがいつになる

のかはわかりませんが、今

のうちから耐震補強や避難

体制を確立しておくことは

もちろんのこと、何より

常日頃から一人ひとりの防

災・危機管理意識を高めて

おくことが大切です。

愛南町の人口
（平成２２年１月１日現在）

世帯数　10,981 戸　
人口　   25,790 人
　男　   12,056 人
　女      13,734 人

愛南町の持つ魅力をご紹介しています。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214　HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

三ツ畑田の向こうに沈む「だるま夕日」です。大気と海水

の温度差が大きい冬場の晴れた日に見られ、海面から立ち

上がる水蒸気によって光が屈折して海面にもう一つの夕陽

が映し出される珍しい現象です。お隣の宿毛市が有名です

が、愛南町でも見ることができます。(12/26 室手海岸にて )
撮影：濱本秀

ひ で お

雄さん ( 船越 )

愛は南から


